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未 収録 詩篇 (1936^1940) 

性別の 谷 

—— ある 男性的な 夫人に II 

長い 時間 

ふたり は 机 を 挾んで 話しあった、 



女の ことに ついて 語り合 ふとき 

II 女の 正体 はわから ない ね 

と 最後に 男 達 は 投げ出し てし まふ。 

2 

勢 ひ 強い 語気 や、 

はげしい 物言 ひ、 

男の やうな あなたの 性格 は 

益々 私に 逆に あなたの 

女らし さ を 感じさせる だけ だし、 



あなたが 現代の 女の 霊魂の 沈滞の ために 

代表して た、 かって ゐる 

悲壮なる もの を 私 は あなたから うけとる。 

3 

女に は 底の 知れない ふかいと ころに、 

到底 男の 理解が できない 『凝結』 が あると 

ある 友が 私に いった 言葉 を ふっと 思 ひ 出しながら、 

こ、 ろよ い あなたの 声の 空気の 震へ に 身 を まかせて 

話しつ ゾ けて ゐる 私の 唇が、 



一 つの 谷 を 降りて 行きます、 

この 谷 は 二 つのむ かひ 合った 

側面 を も つ てゐ る、 

一 つ は 男の 性の 側面、 

一 つ は 女の性の 側面です。 

一 一 つ の 側面の 間 を 清麗な 水が 流れて ゐる、 

男 は 己れ の 側面 を 降りて ゆき 

そして 底 もしれ ない ふかさに 悩み くるしむ 

相 会 ふ y J と を 追求す る のです、 

男 も 女 も 呼びあって ゐる、 

たが ひに 声 はと > き、 



意志 は 伝達す る、 

た- V それだけです、 

永遠のへ だたり を もって ゐる 男と 女と が 

思想の こと、 経済 上の こと を 

語りあって ゐる こと を 

谷 やせ、 ら ぎが 嘲笑して ゐ るので す。 

4 

然し 私 は 信じたい、 

谷の 空間 を とびこえて、 



私 は それ を 感謝し ます。 

だが 問題 は 残って ゐ るので す。 

5 

男と 女と いふ 二つの 性別の 谷 は 

今後ます ます 社会的 矛盾の 現 はれと して 

深く へだてられ るで せう、 

眼が 醒めた とき 

すべての 女達が 

男の 抱擁の 中に 眠って ゐた としたら 



強くな りたい ことが 

男らしく なりたい と考へ て もら ひたくない 

男 は 真に 感情的になる 前に 

偽りの 理智を 恵まれました。 

7 

私 は 理性的な 男ではありません 

そして 女の 理解 を 早める 方法 を 知りました、 

私 はすべ てに 対して 

一 般 的な 理解と いふ ことに 対して 



日本的 現実で は 

ラジオで 仏法僧 を 聴いて ゐる、 

ソビヱ ット的 現実で は 

トラクタ— が 騒いで ゐる、 

幸福な ことに は 

日本の イン テリ ゲ ン チヤ は 

じゅ-つめん の-つめん 

渋面 つくって 能面 そっくり だ、 

悲しい ことに は —— 夜明けで ない、 

おかしな ことに は —— 戦の 智慧 者と 

戦術家が みんな 降参して しまった、 



パ ドマ 

I パ ドマと は 梵語の 蓮 をい ふ —— 

この 世に 怖ろ しい もの は 韻律で あらう、 

あらゆる もの は、 これ を もって 捕へ る ことができる 

無智な 人々 へ は 

単純な 韻律の 繰り返し を 与へ たらよ い、 

寺で は 木魚 を 鳴らす 

ポク ポク、 ポク、 ポク、 ポク ポクと 

なんまい だ、 なんまい だ、 



なんまい だ、 

君が もし 恋人 を 計画的に 

くどき 落さう とするな らば 

彼女 を、 醒めて ゐる もの を —— 

夢の 世界へ 突き落さ うとす るので あれば、 

乱調子に 女の 肩 を ゆすぶつ てはいけ ない、 

ただ 静かに 単純な くリ かへ し を もって 

彼女の もっとも X X 腺に 近いと ころ を 叩いて ゐ たら 

すると 彼女 は 君の ために、 うつと リ する だら う、 

無智なる 時代 は 



鐘の 急所 を 目が けて 

撞木 を 老練に うちつける 

臍 をう たれた 鐘の 気 狂 ひ 笑 ひよ、 

音 は 波紋 を 描いて 

余韻 は 村 中 を K け ま はり、 野に 去る、 

夜と なる、 村の 若衆た ち は 踊りの 

樽 太鼓の 鳴る 方へ ゆく、 

善男善女 は 梵鐘の リズムに 吸 ひつ けられる、 

寺院で は 合唱隊が 読経 を 始め 

一 段 高い ところの 肱掛 椅子に もたれて 

老師 はい ま しも 物柔ら か に 慇敷 に 



百姓た ちに 熱心に 仏 を 説く、 

ほれぼれ する やうな 

声 はかう い つて ゐる、 

—— お爺さん 

お婆さん 

聞きち が へ るぢ やな ぃぞ よ、 

はきち がへ るぢ やない ぞょ、 —— 

救って 下され ぢ やない ぞょ、 - 

助けて 下され ぢ やない ぞょ、 

弥陀の 親 様の 方から 

助けさし てく れいよ、 



幾つで ござり ませう か、 

お、、 八 郎兵衛 

弥陀の 親 さまの、 おんとし か、 

みだの 親 さまの おんとし は 

そちと 同じ だぞょ 

そちと 同じ だぞ よ、 

物語 ひとくさり 語り 終る と 

あちこち では 感動の 嘆息と スヽ リ 泣き、 

老婆 は 痩せた 膝の 中へ、 すっかり 頭 を 突つ こんで 

鼻水 をす すり、 すす リ、 

II あ、、 有り難い 



強く 押し 開いた 掛声で あつたか —— 

いや、 いや、 

花びらに 自由自在 

開き 且つ 閉ぢる ことので きたの は、 

人工的な カラク リの 

蓮の 声で あり、 

仏の 声で ある、 

生きた 蓮の 花 開く 声で はない、 

生きた 百姓の 声で はない、 

II 無智、 と 叫んで 

己れ を 罵った 



女中が 履かして くれる 

赤い 絨氈は 座敷から 

玄関先 までつ、 V いて ゐ るから 

靴に は麈 ひと つ つけず 

その ま、 旦那 さまの 足 は 

自家用の 自動車の 中へ。 

葉巻 をく は へれば 

傍の 秘書が マッチ をつ けて くれる 

車が 停まれば 

ドア は 運転手が あけて くれる 

旦那 さま は 手 も 足 も いらない 



温和し い 強盗 

真夜中、 戸 をた たく 

卜ン、 卜ン、 卜ン、 卜ン 

「今晩は、 4 マ晚は 

夜更けて 済みませんが 

強盗です が 入って 構 ひません か」 

「どうぞ 」 

「はは あ、 人道主義者の 家 だな」 

真夜中、 戸 をた たく 

卜ン、 卜ン、 卜ン、 卜ン 



「今晩は、 4 マ晚は 

夜更けて 済みませんが 

強盗です が 入って 構 ひません か」 

「真夜中に 暄 ましい 奴 だ 

伝家の 宝刀で、 ぶった 切って しま ふぞ」 

「はは あ、 軍人の 家 だな」 

真夜中、 戸 をた たく 

卜ン、 卜ン、 卜ン、 卜ン 

「ム マ晚 は、 今晩は 

夜更けて 済みませんが 

強盗です が 入って 構 ひません か」 



「眠い、 眠い、 ム ニヤく 

今頃 誰 だ、 強盗？ 

まご/ \ してゐ ないで 早く 

そこの 橋 を 向う へ 渡って しま へ 」 

「はは あ、 刑事の 家 だな 

成程、 あの 橋 を 渡れば 

向う の署の 管轄 か」 

真夜中、 戸 をた たく 

卜ン、 卜ン、 卜ン、 卜ン 

「今晩は、 4 マ晚は 

夜更けて 済みませんが 



強盗です が 入って 構 ひません か」 

「いち/ \ ことわって 入る 奴が あるか、 ずっと 通れ」 

「はは あ、 こ、 は 刑務所 だな」 

猿と 臭い 栗 

猿の 子供達が 栗 をと つて ゐ ると 

不思議な 見馴れない 

一 一つの 栗 をみ つけた 

驚ろ いて 父親の 処へも つて ゆく、 

「何 だ、 これ は 栗と は 違 ふやう だ 



毛 だらけの 丸い もの だ 

何処で 拾って きた」 

「これが 偶然、 栗の 木に なって ゐ たよ」 

「どれどれ、 は、 あ、 判った 

これが 人間の 世界の 

偶然の 毛 鞠と いふ ものに 違 ひない 

そんな 物 は 早く 捨て、 おいで」 

「でも 折角、 拾つ たんだ もの 

捨てる の は 惜しい や」 

r ぢゃ 交番へ 届けて おいで」 

猿の 子供 は 猿の 交番へ 届けに 行った。 



貧しい 国民 は 閣下に 

一 杯の コ —ヒ —を 

進ずる ためにい ま 

それ を 茶碗に かけて ゐる。 

さあ . 練習 始め 

お、、 同志よ、 

あ、、 階級 的 同志よ、 

「同志と いふ 呼び名 をい つか ふんだんに 使 ひ 合った 



結局 は 森林帯に 逃げ込む H チォ ピア 土民 軍の やうな 

もの だ、 

組織的で 科学的な ヽ ヽヽヽ ヽに 負ける の だ、 

「同志」 はてな、 「階級」 はてな、 

どっち も 聞いた やうな 言葉 だ が と 

あの ころの 文学的 勇士が いま は ケロリ と 白つ ばくれ 

た 顔 をして 

省線 電車の 中で 折 カバン を もて あそびながら、 

昔の 同志 はけ ふ 私 を あかの 他人の やうに 取扱った、 

君 は 立派な 健忘症 だよ、 

だが 私 は 忘れる ことができない 



タヮリ 、ンチ 

—— ボ リシェ ビィキ 

口 J ^フロン 卜 

いまでも 耳に、 こ、 ろよ い 

語呂 を もった これらの 言葉 を さ 、 

同志と いふ 呼び 方 は かう いふ 客観的 状勢で は 

少しば か リ 胡椒が 利き すぎ るから 

使 はんでくれ 給へ と 君の 眼 は 哀願して ゐる 

そんなに 君 は、 ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ 身に 泌 みて 恐ろ 

しかった か、 

かっての 文学の、 はなばなしい 自由の 闘士よ、 



口 J ^フロン 卜 _ 



芝居 は 順序よ くい つて ゐる 

ハム レットの 乱心が 済んで 

ファウストの 穴 倉 苦悶 だ 

お 次 は I 夜明け 前の 半 蔵が 

河童の やうな 顔つきで 

舞台に 現れ 

観客 をゾッ とさせる 



現実的 時間の 

区別なん て 無い ね 

俳優 諸君 は 舞台の 上で 

観客 諸君 は 舞台の 下で 

せいぜい 上手に 

芝居 を やる こと だ。 



日 比 谷 附近 

I 純情な 国民よ、 



私に と つて は 軽： K さ、 

II 私が 暗い 

歌 を 歌 はぬ こと は 

君に とって は、 お気の毒 さま 

踊れ、 フォックス. トロット を 

九 頭 九 尾の 狐の 

妖怪 味 を 充分に 出して 

敵と たたかへ、 

前方へ は 煙幕 を —— 、 

後方へ は 屁 を —— 、 



王様 達に 欠けた 幸福 II 』 

詩人 ュ ー ゴ— の 歌った 愛 を 

うけ 継ぐ 仕事 は 

若 い 青年 少女 達に のこされて ゐる 

ュ ー ゴ ー のい ふ 通りです、 

王様 達に は 欠けて はゐ るが 

愛 は 平民 達の ために あるの だから 

世界の 中には 

男と 女との 他に 何が ある だら う。 

ふたつの ほかに 何も 想 ひ 出せない 



一 徹 短慮な 浅 野 内 匠 守 長 矩侯だ 

忠臣蔵 は 筋 書 ど ほり やりた ま へ 

吉良 上野 介 を 今 こ、 で 

殺して しま はふ とジタ バタして も 無理 だ 

とにかく 我々 は 敵の 眉間 だけ は 

傷つけ たの だから 

吉 良の 用心棒に 

後から 羽搔 じめ にされ たの だから 

さう 舞台の 上で 一 人で 

感情的に なっても 駄目 だ 

一 .t5 一幕に する さ 



喜怒哀楽の 歌 

悲しみよ 

お前お かしな 奴 

どこまで 泣きに 行って きたの か 

身 をよ ぢ らして お前 は 螺旋 状の 糞 をす る 

怒りよ 

可愛い 私の 下僕 

忠実に H 棒 を ふりあげて 



鞭で うたれ ると 私の 尻が 

鶯の やうに 鳴く こと も 発見した 

暁 はくり かへ された 

見聞 は ひろまった 

夜が やって きた 

売 娼婦が 私 を 抱へ た 

f、 祖国の 運命よ、 いつまでも 

気 狂 ひじみ ないで くれ 

新聞 売子の 鈴の 前で 

私 を 飛び あがらさないで くれ 

のべ つに さう 熱い アスファルト を 



黒い 太い 文字 を 書 いた 旗が ならび 

情熱 を さらけだして 

誠意 を も つ て 汽車の 窓 を 追 ふ 群 

叫び は つ 、；- き 酔の 中で 国家 を 思 ふ、 

もし 私が 肺が 悪 い のでなければ 

一 九 三 八 年度 は どんなに 

すべての 出来事 を 

片っ端から 呼吸し つくす 

ズックの 袋の やうな 大きな 肺 を もちだす のに 

いま は それが できない 

連続 的な 叫び は 



坊主の 頭 を はだしで 渡り あるく やうな 

不快な 危なっかし さで 街 を ゆく 

お \ お前 一 九 三 八 年よ 

意地 の 悪い コョミ の 早 さで 

もう 二三 枚で お前 も忙 がしく 去って ゆく のか、 

もうお 前と も 逢 ふこと がで きない 

悲劇で 満たされた お前 は 

ふたたび 次の 歳に 悲劇 を 渡す か 

それとも 喜劇 を 渡す か 

私 は それが せめても の 想像の 喜び だ 



学生の 頭の 問題 

II ち かごろ の 学生 は 頭が 悪い とか、 

—— 髪が 長す ぎる 刈 つてし まへ とか、 

昔から 学生の 頭 は 

為政者の 問題の 中心になる、 

それほど 学生の 頭 は 政治に 尊重され てゐる 

ふたこと 目に は、 学生の 頭、 頭 だ 

し か し 学生 の 頭 を 論ずる 者が あっても 

学生の 靴下の 穴 を 論ずる 者はゐ ない、 



まず 政策の 手始め はいつ も 学生 層から 

それから 漸次、 国民の 総員に 及ぶ、 

命令に より、 髪 を 斬り、 鼻毛 をぬ きとり 

マツ ゲを 焼いた 国民が 生れさう だ 

た、 V し 収税吏 だ け はザン ギリで は 

先方に 子供 扱 ひされる と 

斬 髪 令から 除外され る 

思想 は 頭の 中に 宿る 露の こと だ 

青年の 髪 は 若い 木の 苗 だ 

山の 樹 はい たづ らに 乱伐す るな かれ 

よろしく 慎重た るべ し。 



芸術と 人生 を 論じて 尽きず 

ものうく 手元に 引きよ せた 

朝？ 新? || に 

「午前 零時 

西部 防衛 司令部 発表 

最近 

蔣 軍閥 は 我が国 土の 空襲 を 

企図し あるが 如し」 と 

あ、、 驚 ろくべし 永生き すれば 悔 多し 

空の 不安 を 満喫す る 



のこされ たもの は 何もない 

ただ 吐き だす 唾 だけと なった、 

しかも 生命の 自覚に こ、 ろ を どる 

それ は 小さな 無数の 夕焼け 色 をした 雲の 断片の やうな 

もの だ、 

生命、 愛、 貧困、 闘 ひ、 

あ、、 私の ための もの はすべ て 終った やう だ、 

いま は 強く 唾 を 吐き 

良き 敵 を 求める こと だけと なった 

( 一 三、 一 一 - 八 夜) 



寓 ニーべ 口き 口 

—— 新べ ニスの 商人 —— 

米屋 は 言った 

I 一 升 だけなら 売り ませう 

しかし、 と 彼 は 舌 なめずりして 

I 一 升の 代金の ほかに 

貴方の モモの 肉 も 一 片 下さい 

そこで 聖人 は 来 を 受け取って 

I よろしい、 肉 を あげ ませう 

しかしせ めて この 来 を 炊いて 



喰 ふ 間 だけ 御 猶予く ださ い 

聖人 は 米の 袋 を 抱へ て 帰って 行った 

いくら 待っても 聖人が 

モモの 肉 を 渡しに 来ない ので 

米屋 は 聖人の 家に 行って みた 

すると 聖人 は 戸口に 張 紙して 

「米 を 炊かう としたら 

炭がなかった ので 

これから 炭 買 ひに 

諸国 行脚に でかけます I」 



鮪 は 「お、 大鯛 クン 君 も やられた か」 

大鯛 「ゥン 残念 だ、 このま、 引っ込む のは癩 だ」 

鮪 は 「大鯛 君と ころで 近頃 は 新体制で、 我々 は 目方 売 

になって ゐ るん ぢゃ あない」 

「さう だ、 さう だ、 俺達 をハ カリに かけないで、 目 分 

量で、 そいで 行き やが つた。 陸上に 知らして しまお 

う」 

そこで 鮪と 大鯛は 

急いで 事情 を 陸上に 知らせました 

さぅとも知らず剌身^^1刀は 



意気 揚 々 と 鮪に 大鯛 の 身 を ひつ さげて 

波打 際につ きました 

そこに 白い 皿が 二 枚 

どう だね 首尾 はと 待って ゐ ました 

しかし 彼等が 陸へ 上る か 

上らない かに 鹿 刀と 二 枚の 皿 は 

経済 警察の 手で 

捕まって しまった のです 



無題 (遺稿) 



あ、、 こ、 に 

現実 もな く 

夢 もな く 

た、 V 瞳孔に うつる もの 

五色の 形、 ものう けれ 

夢の 路筋 耕さん 

つかれて 

寝汗 浴びる ほど 

鍬 を も つて 私 は 夢の 畑 を 耕し ま はる 

こ、 に 理想の 煉瓦 を 積み 



腰かけて ゐる 

おどろき 易い 者 は 

た- V 一 人 もこの 世に ゐ なくなった 

都会の 掘 割の 灰色の 水の 溜まりに 

三 つば かり 水の 泡 

なにやら ちょっと 

語りた さう に 顔 を だして 

姿 をけ して 影 もない 

画帳 (遺稿) 



敷布の 上に 酸 を まく 

XXX X 旅人が 

その 床の 上に 眠らなければ ならぬ 

太陽の 光輝 は 消えて 

月の み 徒らに 光る とき 

木の 影 を 選んで 

丸い 帽子が 襲って くる、 

堅い 帽子 は カンカンと 石 を はねとばし 

羅紗の 上着 は 声 を あげる 

ズボン は艇 けだし 

靴が 高く 飛行す る 



親と 子の 夜 (遺稿) 

百姓 達の 夜 は 

どこの 夜と 同じ やうに も 暗い 

都会の 人達の 夜 は 

暗い うへ に、 汚れて ゐる 

父と 母と 子供の 呼吸 は 

死の やうに 深い か、 絶望の 浅 さで 

寝息 をた て、 ゐ るか、 どっち か だ 



夜と は —— 、 大人の 生命 を ひとつひとつ 綴ぢて ゆく 

黒い 飯 の やうな もの だが 

子供 は 夜 を 踏みぬ くやう に 

強い 足で 夜具 を 蹴とば す こと を、 

そんなと き 父親 は 

突然 希望で みぶ る ひする 

—— 夜 は。 ほんとうに 子供の 

若い 生命の ために 残されて ゐる、 と 



#優 女： 5^5 諷束 詩篇 



脇役と してのう まさが ある 

わたし は ファウストで 

(滝 沢) の 弟子に なった 

(三 島) の 哲学 学生の 印象が 濃い 

若い 癖に 年寄の やうな 

シ ャ ガレ 声 を 出し さ へ しなければ 

人間の 世界に あっても —— 

蛙の 世界に あっても —— 

名 憂 だら う。 



お、、 それ は 総べての 俳優 諸君が 

彼女の やうに 持たねば なるまい、 

張り子の 小道具 を 

いかにも 重さう に 

貫禄 を もた して 持ち運ぶ 彼女の 演技 は 

ちょっと 完璧な ものが ある、 

つまり 結論と して は 

彼女の 芝居 は 

II そそっかし いが、 円滑 だ。 



小 沢栄論 

ァレ キセィ . ヴ ロン ス キイ 様 

アンナ • カレ ー ニナ 様 を 

ひしと 搔き 抱く 

小 沢栄の 熱演 主義 はいい 

は ひま わると き は 

雑巾 を かける やうに 

倒れる とき は 骨 も 砕けよ と I 

舞台の 照明 を 

消し ま はる 格好で 



あの 役者の 半分 も 温和し かったら と、 



小山 いと子 

原稿、 二百 枚 も 朝飯前、 

近頃の 野心 満々 たる ことよ、 

足 まめ、 手まめに 

周べ i^-K-^ 

一一 一 1 口 S / ん 1111 口 

行った こと もない ところ も 

見た やうに く はしく 書いて しま ふ 



あなた は 「暖流」 の 一 場面で 

男に 心を訴 へる に 

最新式の やり ふりで 

『先生 1 ヱ ッ へッ』 

と 笑った ところが 

セリフと して は 圧巻で せう 

精々 勉強なさい、 

光子さん、 

H ッ へッ、 



森赫子 

芸と 義理との 

人に 言へ ない 苦労なら 

宵の 松原 

サ ラサ ラと 

風に ながして 

芸は 達者で、 熱心で 

せいぜい マ マ を 喜ばす 

ほ/ P こ 



彼女が 怒った とき は 

蛇の やうな 体臭 を 発散す る 

II 、 と は 大杉栄 の 述懐であった 

いまでは 彼女 も 老いた 

悠々 たる 長い 蛇で はない 

短い、 そして 怒り も 短時間 だ 

鋭い 歯 はもって ゐ るが 毒 を もって ゐ ない 

嚙 みっかれ さうな 人よ、 

安心した ま へ 

彼女が 不意 を 喰った とき だけ 

体 全： K: を 鎌首に する 



の 歓迎の 辞の 代読 者で なかなか 話せる 男です。 

私 は 不意に マ ントを 頭からす つぼり かむ つてう とう 

とした ゐ ねむりの 真似 を やりました。 

私の 神経 は 急に 鋭敏に こころ だけ はしかし 高速度 撮 

影 器 機の 乾板の ゆるやか さです、 幌を めくって 乗った 

女 は 白い 毛糸の 長い 首巻 をした 白い 女で、 空っ風に 頰 

ぺ たの 可愛らしく 赤い こと は マトン 〔# 「マント」 の 誤 

植と 思われる〕 の ボタンの 穴から 視 きました。 向 ひ あ 

つて 腰かけた おた が ひ は 膝と 膝と がすれ あ ふ ほどの 四 

畳 半の 情熱の 室で 女が 隠した 私の 顔 を 知らう とい ふ あ 

ほらし い 努力です。 



ただこれ 触 だけの 感 〔# 「ただこれ だけ 感触」 の 誤植と 

思われる〕 にも 私の 心臓 は 臆病な 医者が 女の手の 脈搏 

を 感ずる やうな のに、 さても 大胆な 若い 女 は 黒い 瞳 を 

平にして ちらと 私 を 見た ばかりの 平気 さです。 女よ、 

女 は 遠浅の 海の 水平線です 広さ だけ はふし ぎな 際涯 を 

もって ゐる 偽りの 去勢 動物です、 黄色い ねば 土の 自画 

像に 専念な 憎らしい 彫刻家です 女の ために 馬橇 は 止ま 

つて すたすたと 女 は 小 走りに 仕出しました。 そこの 広 

場に 建てられた 雪の 中の 教会堂の 扉の 中に …… 



追悼 詩 ひとりたび 

田 中 社長のお 子さん 克 行さん (四 ッ) が 亡くなり 

ました、 それ は 真 丸い 眼 をした 可愛らし いお 子 さ 

ん でした 

お 眼め を 

つぶった 

克 行さん 



ちいち やい 

あんよ の 



きりで ある、 かう して 一 つの 主題の 下に、 ちがった 三 

人 の 個性が 結び 合 ふとい ふこと は 無言 のうちに 傑れた 

感情 を醱酵 させ、 また 大きな 勉強に なること だと 思 ふ。 

言語 構成 上の 収穫 も 多かった (小 熊 生) 

広 瀬操吉 

今 野 紫 藻 

鈴 木 政 輝 

, ^ヒ ヒハ§7 佳 

空 はこばる と (今 野) 



昆虫学者 は 網 を 持ちて 野原 を馳 ける (鈴 木) 

あ、 秋の 風船の 快よ き (広 瀬) 

学者 はしばし 昆虫 をと る (小 熊) 

こと を 忘れて 空 を 見上げた 

空に は 何も なくなった (今 野) 

ヱァ シップの 哀れなる かな (広 瀬) 

ちぎれ 雲 ひとつ (小 熊) 

へう く 吾 魂 を 流し ゆきぬ (鈴 木) 

出題 小 熊秀雄 

夜の 花 



浮浪 人 は 徳利 を 抱いて 畳に 寝ころび (鈴 木) 

つく，^ と 阿 母が 恋しくな つた (小 熊) 

しかと 花 を 抱いて 眠りぬ (広 瀬) 

あ、 この 男に 昨日が あるの だ (今 野) 

真昼 は 陽気に 夜 は 陰気に (小 熊) 

幸福と 不幸 を 織り 交ぜて (広 瀬) 

あ、 いっか 男の 息 は 絶えて ゐる (今 野) 

され ど あけぼの、 雀 は 障子に ながむ (鈴 木) 

出題 広 瀬操吉 



豚が 欠伸す る 真昼 時 (広 瀬) 

はらんだ 牧 女が あら はれた (今 野) 

彼女 は 豚に 餌 を やりながら 胎児の， J とを考 へた (小 熊) 

胎動 を 感じつ、 群がる 仔 豚 を 愛撫す る (鈴 木) 

あはれ 秋風よ 情なき 男に (広 瀬) 

情 ある 男に (今 野) 

吾 養豚 所の をみ なの 心 を 伝へ てよ (鈴 木) 

かくて 重き 妊婦 は 空 を 仰いだ (小 熊) 

出題 鈴 木 政 輝 



夜の 陶器 

この 壺は うれ ひなく ふくらみ (小 熊) 

夜の 光線 は 照らされて (広 瀬) 

蒼白い 叔母の マスクが 写された (今 野) 

この 壺は うれ ひなく ふくらみ (鈴 木) 

遠き 秋風の 音 を 聴き つ 、 (広 瀬) 

ふるさとの 唐土 を 追憶し (小 熊) 

殺人事件 を 審判す る (今 野) 

あ、 この 壺は うれ ひなく ふくらみ (鈴 木) 



悠揚せ まらざる 

アクセントで 

ふたり は 心の 料理 場の 

材料 を ある だけ 

出し合 はう 

雷 g よろしい！ 

ぢゃ、 やらう！ 

北海道から 来た 

君 は 『飛ぶ 橇』 に 乗って、 

広東から 来た 



まづ くても 

おいし さう に 

が つ 食べ て 呉れる だら う 

小 熊 g 空腹な 人生 

かう 我々 はこの 人生 を 

呼ぶ 必要が ある、 

完全な 空腹 ぢ やない ね、 

こと は 我々 ロマンチスト は 

理想の 入る 余地と 

詩 をつ くる 余地と 



詩が 大衆に 愛される 

余地 は 充分 あるね 

料理 方 も 

喰 ひ 方 も 

かう して 親密に 

心 や 胃の 腑に 入れる もの を 

熱心に つくり 

熱心に 待って ゐる 

雷 g 礼儀が なく 

しかし 礼儀 以上の 



全く 自由 を 戦 取す る 人間の 口 

—— 彼らの 強い 呼吸に 

陽気 さの 口笛 を 吹かせる と。 

小 熊 ふ 嵐の 中で 

我々 の 種子 はとび 交った、 

炸烈 する 胚子 は —— 、 

地上 へ の 自由の 蒔き 手 を 

自任しょう、 

一 一 つ の 民族 は 

コル ホ— ズ (共同農場) に 



でかけて ゆく 

しかも 我々 の 住んで ゐる ところの 

コル ホ ー ズは 

暁で はない、 夜 だ、 

まっくら なんだ、 

まるで 手探りで 種 蒔いて ゐる、 

雷 g 飛 砂 走 石た る 野原に 

我々 は トラクタ— を 進ませて 

時代の 最後の 嵐 を 追 ひ 消さう 

野獣の 血肉と 骸骨 を、 



消極的な にがにがしい、 

苦悶の ヒダ 飾りの 

灰色の 力 ー テン を、 

他人の 手 を 待つ 必要 はない 

我々 のす ぐ 手のと どくと ころから 

我々 の 手 を もって それ を 行動しょう 

雷 g 心配し ねえ 

心配し ねえ 

夢み よ 

その 真実な 夢 を。 



ひろげよう 

大地の 涯 までに。 

小 熊 g 幸福な 土 地への 強烈な あ こがれよ、 

堪へ 難い 日常生活 を 

行動への 魅力で 

救済しょう とする 

単なる 魅力と して 終る か、 

新しい 前進の 現実 を 

具体的に 土の 上に 建てる か、 

直接 クヮを ふる ふか 



クヮを ながめて ゐ るか、 

暗い 朝 を 紫の 帯 を ひいて 

雲が 走って ゆく、 

そして 農夫の コー ラス は 

ど， J から ともなく き， J えてく る 

作品 第 二番 三十 一日 夜 

雷 £ 我々 は 

不同の 血液で 

共同の 敵 を爆炸 する 



総 爆発す る 火力 を 

強く 準備す る 

まるで 火事 後に 

新しい 建設 を 準備す る やうに。 

小 熊 ©1: じからざる 敵 を 

同じから ざる 味方 を もって 迎へ 撃つ、 

炸弾は 個性的に 

跳ねと ぶ だら う、 

確固不動の 

精神に 前進 を 命じよう、 



濶 達な 青年と して 

たたか ふ 場所 は 広い、 

撃 たれる もの も 

撃つ もの も 豊富で ある。 

豊富と は 美で ある。 

そして 地球 は 丸い 

敵 味方で 充実して ゐる、 

そ - J に 混迷 も 暗黒 も 漂泊 も 待 つて ゐる 

雷 g 私 は ルンペン 詩人に なりたい 

鉄砲 の やうな ぺ ンを 背負 つ て 



そして 蘇生す る、 

そして 君 を 乗せて 共同の 路を 走り だす、 

雷 g 私と 君 

いや、 私達と 

無数の 勤労大衆に 

無条件 的に 

そして 必然的に 

親善と 合作 をす る 事 は 出来る 

しかし 強盗 は 

ある 家の 主との 犬に 



小 熊 g 解放され たと ころ 

そこに は 何の 

戸締り もない、 

自由よ 

ョ t ；、 

柔軟な 開閉よ 

そこ へ の 侵入者 は 呪 はれる 

そこからの 進発 者 は 

にぎやかに 送別され る、 

雷^ 静かに 静かに 



時代の 尖端に 

最も 強い 闘 ひと 

最も 大きな 創造 を 

自 i:JH する 者 を 

示さねば ならぬ。 

小 熊 g 人間 の 行 ひ 為す ことの 

一 切 を 肯定しょう とする 

恐ろしい 考へ 方の ために 

われわれ は 敵に 

奇襲され る 



作品 第 三番 九月 二日 

雷 5;: 精神の 圧迫され る こと は 

肉体の 笞撻 される よりも 

苦しみ を 私 はよ く 感ずる 

だが、 私 は 屈服の 奴隸 ではない 

若し 異郷に 客死せ ねば 

或 ひ は 旅囊を 背負って 

どこへ も 渡って 行かれるならば 

行動の 自由によ つて 

種種の 太鼓 を敲 く、 



その 太鼓の 音に 

数 知れず 群衆の 

吶喊を 昂揚させる。 

若しも 行動の 自由 を 

奪 はれたなら 

歯 切に 拳固で 

最後の 決闘 を やる。 

小 熊 ^ 鼓の 打撃の 快感よ、 

打ち、 打つ、 

我々 の ありあ はせ の 心臓へ、 



我々 の もちあ はせ の 

イデ ォロギ ー とい ふ 鞭 を 加へ る、 

尊大で はなく 自信 を も つ て 卑俗で はなく 

普遍 化された 

真実の 打楽器 さ、 

とほく 歴史の 空間 を かけ ま はる 

われわれの 行動の 時間 化よ、 

たたか ひの 速度よ 

雷 g 生命の レ ー ルを はかって はしない 

だけど 一 秒の 生命力 を 



はげしい 旅 愁 を 味って ゐる 

精神 や 肉体の 笞刑は 

歴史と 共に 若者 達の 

貧しい 生活の 上に 加 へられて た、 

雷 g 神よ 鬼よ 

お前 達の 実体の 存在 を 

われわれ は 否定す る 

我々 は 無神論者 であり 

又 唯物論 者で ある 

然るにお まへ 達が 



小 熊 g 人間の 思惟の 世界での 

可能な こと は 

すべ て 人間の 手で 

可能 化されなければ ならない、 

真 理 を 信奉す る ものに 栄誉 あれ、 

現実 を 愛する 現実主義者よ、 

土壌の ために 春 は 訪れた、 

春の ために 河 は、 水 は、 流れた 

理想の 船の 弛 ゆみな く 

海へ 至る 路ょ、 



足な み を 揃へ よ、 

そして あくまで 宣伝 的で あれ、 

作品 第四番 九月 二日 

雷 £ 我々 はいらない 

割引 的な 文学賞 金 を。 

そして あい つも 

我々 に 送って m ハれぬ 

され ど 我々 の 作品に は 

金銭で 買 はれぬ 程の 



主人の 運命が 

行詰りに つくなん だ。 

小 熊 g 〔# 「g」 は ママ〕 資本の 取引の やうに 

手軽に ぶべ つ 的に 

我々 の 思想 は 彼等に 受け 渡されな い 

文学への 賞金と は 

いったい 何な のか？ 

たたか ひの 文学に 

生命 を かけて 賞金 を もら ふと は 

あまりに 騎士 は 



馬のう へで ふざけす ぎる 

民衆 を 馬券 買 ひの 

心理に 迎を やる やうに 

文芸 賞へ 文士と 民衆の 関心 を 向ける か 

あいつ 恍 かつな 奴、 

雷 g 今、 大きかった 者に 

だんく 小さくな つて 来る 

老いぼれた 支那に は 

孔子が 却って 

一 一千 余 年 を 経た 墓穴から 



起されて 引っ張 はれて 

とぼく と 出て 来 るんだ 

そして 香檳酒 を 飲んで 

見せびらかして 

廻りに 歩いて ゐる 

しかも どの 学校へ も 這 入る 

学生 様に つづ ましく 向って 

礼儀. 道徳 • 忠孝 …… を教 へて 

国 を 救へ ば 書経 を 読む ベ きを 講ずる 

居眠りに する 学生ら の 眼 を 

打ち ひろげん とする のか 



新しい 支那 は 

世界的 規模 を もった 思想の 卵 を 抱いて ゐる 

そして 孵化して ゐ るの だ、 

雷^ 君よ 駿馬の 持主 

私に 活力 をつ けて 

生命の 発揮 油 を 注ぐ 

君 は 若し 

かなた 大陸に 

a け 廻ったら 

そこの 空に 



聳え 上がる 山山の 峰が 

顫へ て 崩れられる かも 知れん 

いや、 しめ やかな 詩壇の 沙漠に 

夏の 雷 を 呼び 起す だら う、 

だが 今 我々 は 

迫 切に 期待して ゐ るの は 

まづ、 早く、 一 一 つ 民族の 

プロ 詩人の 固い 握手 をす る こと だ. 

小 熊 g 支那の 詩人よ 

君の 日本語 は 口 レツが 廻らない 



一 本の 草 さへ も 怖 気がする、 

又 歴史の 新 段階への 前夜に 
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空前 的 激しい 突 変 

処々 に 伝へ てる 

爆発の シグナル を、 

我々 も 具体的 

正確 的に 準備し なければ ならん、 

歴史に 背負 はされ る 

重大な 役割 を。 

小 熊 g 反逆 的な 夜明け 前の 



合唱して ゐる 

新しい 苦痛よ、 

お前 は 生れた、 

雷 g 私 は 涙の 流れ を 忘れた 

腹の 飢え を 忘れた 

喜び も、 悲しみ も 

恐れ も、 又 死ぬ こと も。 

まるで、 山山への 狩 猫 者の やうに 
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発現され ぬ処 への 探険 者の やうに 

又 戦場への 出発して ゐる 兵士の やうに 



私は自 up を も つ て 

自分の 勇気と 毅カを 加へ る 

最後の 目的 を 到達し ようと、 

出来なくても 

新ら しい 時への 奉仕 を 

尽くさねば ならん。 

小熊^ 人々 の 生活の 茫然へ 

わたし は 何 か を 投げ いれよう 

火薬の やうな もの を 

跳ねと ぶ もの を、 思想 を、 



遙 かに 伸びて 行く 航路 を ひらく、 

太陽が 大地 を 支配す るまでに。 

小熊^-たたかふ術、 政治 は なだらかな 自然 さか 

坦々 たる 路を坦 々と 

悠々 たる 川 を悠々 と 

岩石に ふれた 瞬間 

反逆 的な 思想 は 光彩 を 発して 

飛沫 は 高く 天に のぼる、 

瞬間 的な 喜び へ 

すぐ 訣別の 時が やってくる、 



打撃つ ことの 

勝利よ、 ハン マ— マン 

快楽 は 

打撃つ ことの 

労働よ、 ハン マ— マン 

ハ ンマ 1 マン 

ハン マ 1 マン 

われら は 鉄の 友 



われら は 火の 主人 

われら こそ は 

ハン マ 1 マン 

便乗 丸 船長 へ 

君 は 次から 次へ と 

波へ 乗る ことの 巧みな 

便乗 丸の 船長 だ、 

君 はい つも 地の利 を 応用す る 



知る ことがある だら う. 
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